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本市では、令和４年３月に策定した「岡崎市地域公共交通計画」に基づき、少子高齢化の進展や自動車依
存の高まりといった社会構造の変化に対応しながら、鉄道・バス・タクシー・地域内交通等が連携した持続
可能な地域公共交通ネットワークの構築に取り組んできました。
これまで、鉄道駅のバリアフリー化や地域内交通の導入、デマンド型交通の実証など一定の成果がみられ

る一方で、公共交通利用者数や満足度の伸び悩み、運行を支える担い手不足、交通空白の存在など、依然と
して解決すべき課題も顕在化しているところです。
また、地域公共交通を取り巻く環境は大きく変化しており、市街地では鉄道・バス網が形成され、タク

シーの運行がされている一方、郊外部や中山間地域では交通空白が生じており、日常生活を支える移動手段
の確保が重要な課題となっています。また、まちづくりや時代の進展により公共交通に求められる役割は多
様化してます。
こうした状況を踏まえ、現行計画の成果と課題を検証しつつ、拠点間の移動の質の確保、交通空白への対

応、持続可能な運行体制の構築などを目的として、新たな地域公共交通計画を策定しました。

地域公共交通計画改訂の背景地域公共交通計画改訂の背景
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計画区域計画区域

計画期間計画期間

第7次岡崎市総合計画の目標年度である令和32年度（西暦2050年）を未来像としたうえで、

岡崎市地域公共交通計画の計画期間は５年間（令和９年度～令和13年度）とします。

計画の対象区域は、岡崎市全域とします。
ただし、市民の生活圏や公共交通を利用しての移動範囲を考慮し、岡崎市周辺市町の交通ネットワークへの接続にも

考慮をします。
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岡崎市の公共交通に期待される役割は、市民の日常生活を支えることに留まらず、都市構造や経済、社
会、環境など、様々な分野に貢献することで、多くの人に選んでもらえる魅力的なまちづくりに貢献するこ
とです。
今回の岡崎市地域公共交通計画では、第7次岡崎市総合計画の将来都市像である「一歩先の暮らしで三河を

拓く 中枢・中核都市おかざき」の実現に寄与することを目指し、総合計画の目標年度である令和32年度
（西暦2050年）を未来像として設定し、その実現に貢献するための公共交通の未来像を描き、そこへたどり
着くための道筋となる計画として策定します。

公共交通の第一の使命は、岡崎市民の生活に
寄り添い、将来にわたって誰もが安心して生
活できる土台を作る（暮らしを支える）ことで
す

公共交通のもう一つの大切な役割は、岡崎市の
都市構造や経済、社会、環境など、様々な分野
に貢献することで、多くの人に選んでもらえる
魅力的なまちにすることです。
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「第７次岡崎市総合計画」に掲げる将来都市像及び「岡崎市都市計画マスタープラン」の基本理念との整合や
とりまとめた課題、社会潮流などを踏まえ、本計画の将来ビジョンを以下の通りに設定します。
また、2050年の将来像を段階的に実現していくために、次期計画の計画期間（Ｒ９～Ｒ13）内に目指す姿

（2050年に向けてのマイルストーン）を合わせて設定します。


東岡崎駅、岡崎駅、康生地区などの拠点が強力な交通ネットワークで結ばれ、その周辺に医療・商業・
住居が集約されています。


利用者が特別な配慮を毎回求めなくても、最初から安心して使えるサービスとして、バリアフリー化が
公共交通全体の標準仕様となっています。


拠点周辺では公共交通で移動しやすい環境づくりが進むとともに、「歩行者優先」の空間へと再編され、
健康増進とまちの賑わいが両立しています。
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
あらゆる公共交通機関の検索・予約・乗換・決済できる仕組みが作られ、乗り継ぎしやすく、待ち時間が
少ない、誰でも使いやすい公共交通網が完成しています。


主要なバス路線などでは自動運転バスが定時運行し、運転手不足の問題を克服しながら、24時間・
高頻度なサービスが提供されています。


走行するバスやタクシーはEV（電気自動車）やFCV（水素燃料電池車）に置き換わり、
走行時のCO2 排出はゼロとなっています。


自動車依存型の生活から、利便性の高い公共交通を優先して選ぶ
ライフスタイルが定着し、
渋滞のない快適な都市環境が維持されています。
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・公共交通利用時の運賃の自己負担

・徒歩、自転車、自家用車の利用

・町内会などが主体となり地域内交通を運行

・住民や町内会、地元企業などが地域内交通を
協賛金で支援

・地域内交通の運転手や予約管理など

・公共交通の運行経費に対する公的資金での支援

・岡崎市が主体となってコミュニティバスやデマンド交通
を運行

例

例

例

・鉄道、路線バス、タクシーの運行

・駅舎やバス停の整備

例
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2050年の将来像を段階的に実現していくために、次期計画の計画期間（Ｒ９～Ｒ13）内に
以下の内容の達成を目指します。（2050年に向けてのマイルストーン）


適性な受益者負担と公費により、高く安定したサービスレベルを維持します。


郊外部、中山間部のバス路線を維持するとともに、交通空白（鉄道駅800m、バス停300m圏外）を埋め
るため、デマンドや公共ライドシェアを駆使し、「移動手段があること」を徹底します。


行政の「機能保証」ではカバーしきれない介助や相乗りなど、住民同士の絆で利便性を最大化します。
行政は、各種調整支援、安全確保などで側面支援をします。


運転手確保の支援や自動運転の導入、データ分析による路線再編を行うと共に、カーボンニュートラル
実現に向け、移動手段のグリーン化を進めることで時代の変化に合わせて樹木（交通網）全体を健全に
保ちます。
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地域住民の移動を、その地域の事情に合わせて確保するため、以下のとおり地域を分けて、基本方針や
施策を反映させます。
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

各路線ごとにサービス水準を設定し、利便性の向上を図る。



セーフティネットとしての機能を果たせるように維持を図る。
利用実態等を考慮し、場合によっては葉への転換を図る。


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
鉄道・バスの徒歩圏（鉄道駅：８００m・バス停：３００ｍ圏内）から外れる地域

※ 朝晩（通勤・通学者）と日中（高齢者・妊婦・育児層など）では、移動方法や徒歩や自転車等での
移動可能な範囲が異なる点や、移動目的が異なることなども考慮が必要


公共交通での移動を希望する者が、恒常的に許容可能な時間内に公共交通を利用できない時間帯や地域
（例） 朝晩はバスが運行しているが日中の運行が無かったり、少なかったりする路線


地理的条件により、公共交通を利用しづらい地域
（例） 坂道がきつい地域
空間的空白と時間的空白は解消されているが、質を向上させたい地域
（例）セーフティネットとしての運行に加えて運行日や運行時間を拡張したい地域


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計画の達成状況に関す
る評価

次期計画の検討

事業実施

評価

計画改定

本計画は、計画全体及び、各基本方針の目指すところとして『成果目標』（KPI（中⾧期））を、各基
本方針内の施策の達成度合いをチェックする目的として『確認項目』（KPI（短期））を設定し、これ
らの達成状況を見ながら、計画の進捗状況を管理していきます。
『確認項目』（KPI（短期））については、毎年度、市、交通事業者をはじめとする関係主体で継続

的に監視し、必要に応じて施策の改善を実施していきます。
『成果目標』（KPI（中⾧期））については、計画終期である令和13年度に確認を行い、その結果を

踏まえ、次期計画の検討を行います。



市民・利用者 各種団体学識経験者

交通事業者行政

岡崎市地域公共交通会議
協議･検討

報告 助言・承認

地域内検討組織

令和８年度第２回岡崎市地域公共交通会議（令和８年８月５日開催）資料

計画
（Plan）

Do
実行

Act
改善

Check
評価

• 施策の実行

• 評価指標の確認、検証• 評価・検証に基づいた
計画の見直し

岡崎市 交通事業者

ささゆりバス委員会

形埜学区総代会

宮崎学区総代会 六ツ美中部学区
エリアバス運営協議会

豊富学区総代会
夏山学区総代会 矢作デマンド実行委員会

具体策の検討・実施、調整国

愛知県

補助金交付
評価
情報提供等

補助金申請
報告

• 計画の策定

主な役割

岡崎市・行政 各種交通サービスに関する施策の検討・実施、適切な行政負担、利用者意見の調査・集約

交通事業者 安全な運行、運行実績や利用実績のデータ収集・提供、各種交通サービスに関する施策の検討・実
施

地域内検討組織 地域交通の課題抽出、運行内容の協議、実証運行、地域主体の運営体制の構築

岡崎市地域公共交通
会議

全市的な交通政策の推進、地域公共交通計画の策定及び改訂、交通空白の認定等

市民（利用者） 公共交通の積極的な利用、公共交通への理解の深化、マイカー依存からの脱却

◆役割分担

市民

公共交通サ
ービス提供

公共交通の
利用


